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アイレップと YICHA、モバイル検索の利用実態に関する第 2回共同調査を実施 

 

 

【調査サマリー】 

1. 「ねこ鍋」「体内メーカー」等、話題に敏感に反応する検索数 

2. 「画像検索」「動画検索」･･･、モバイルでの専門検索の利用頻度は 10 回に 4回 

3.  モバイルでは、約 64％が“一語検索” 

4.  1 日の検索数が 10 回以内のキーワードが約 92％ 

 

 

【モバイル検索利用実態 調査結果】 

■■■■調査結果調査結果調査結果調査結果 1111：：：： 2008 2008 2008 2008 年年年年 1111 月月月月 YICHAYICHAYICHAYICHA 検索検索検索検索キーワードキーワードキーワードキーワード    ベストベストベストベスト 50505050    

～「～「～「～「ドラマドラマドラマドラマ」「」「」「」「無料無料無料無料ゲームゲームゲームゲーム」」」」のののの急激急激急激急激なななな検索数増加検索数増加検索数増加検索数増加、「、「、「、「ねこねこねこねこ鍋鍋鍋鍋」「」「」「」「体内体内体内体内メーカーメーカーメーカーメーカー」」」」等等等等、、、、話題話題話題話題にににに敏感敏感敏感敏感にににに反反反反

応応応応するするするする検索数検索数検索数検索数    

    

    

    

    

    

    

    

※ 調査対象サイト：YICHA「サイト検索」(パートナーサイト含む) 

※ 調査対象期間：2008 年 1 月 1日～2008 年 1 月 31 日 

 

□「ドラマ」「無料ゲーム」の急激な検索数増加 

前回の調査時に圧倒的な検索数 1位であったキーワード「着うた」は、今回の調査では 16 位ま

で低下している。今後の定期的な調査結果を確認したいところではあるが、これは過去に PC 検索

において検索数上位であった「壁紙」「占い」「スクリーンセイバー」といったキーワードの検索

数が、Web の環境変化やユーザの検索リテラシー向上によって、数ヶ月から数年掛けて減ってい

った傾向と近いもので、キーワード特性の違いから一定量の検索は今後も続くと想定はされるも

ののその変化に注目していきたい。 

また、「ドラマ」と検索した場合において各キャリア公式サイト・一般サイトの検索結果におい

ても、未だユーザの望む情報が検索結果に表示されているかに関しては疑問の残るところであり、

1 ドラマ 11 芸能ニュース 21 浜崎あゆみ 31 芸能人ブログ 41 ノロウィルス

2 無料ゲーム 12 恋空 22 旅行 32 アニメ 42 冬の蛍フェスタ

3 コミック 13 無料 23 体内メーカー 33 放送事故 43 冬の蝉

4 ねこ鍋 14 映画 24 出会い 34 スノボー 44 おもしろ

5 新垣結衣 15 ブログ 25 小説 35 小島よしお 45 KAT-TUN

6 都市伝説 16 着うた 26 ゲーム 36 コブクロ 46 幽霊

7 掲示板 17 バイト情報 27 サッカー 37 スイーツ 47 チュートリアル

8 無料占い 18 歌詞 28 スノボ 38 おもしろフラッシュ 48 小栗旬

9 攻略 19 YouTube 29 リアディゾン 39 ブリーチ 49 ストリーミング

10 天気 20 プロフ 30 お笑い 40 ペット 50 ネタ



モバイル環境における検索技術の向上を望みつつも、「ドラマ」関連サイトやコンテンツ自体の充

実が求められていることも言及しておきたい。 

  

□「ねこ鍋」「体内メーカー」等、話題に敏感に反応する検索数    

PC における検索キーワードランキングでも見られる傾向ではあるが、ある特定の「話題になっ

た情報やコンテンツ」に対する検索数の増減は、モバイルの場合非常に顕著である。関連 DVD や

書籍まで発売され、関連サイトや一般ユーザの投稿動画/静止画が広まる「ねこ鍋」はその顕著な

例の一つであろう。 

また、前回の調査時に 13 位にいた「脳内メーカー」は 70 位前後まで低下し、36 位にいた「体

内メーカー」は 23 位に上昇している。これら話題性に反応すると想定されるサイト/コンテンツ

は、今後も登場することであろう。これは特定のサービスや商品にも言える事で、企業はこのモ

バイル検索特性にどのように対応するかが、TVCM といったマスプロモーションとの連動で課題と

なっていくことであろう。 

 

■■■■調査結果調査結果調査結果調査結果 2222：：：：モバイルバモバイルバモバイルバモバイルバーティカルーティカルーティカルーティカル検索検索検索検索のののの利用比率調査利用比率調査利用比率調査利用比率調査（提供：YICHA）    

～～～～増増増増ええええ続続続続けるけるけるける「「「「サイトサイトサイトサイト検索検索検索検索」」」」 

前回10月のYICHAモバイルバーティカル検索の利用比率調

査において、10 回のうち 6回はバーティカル検索が利用され

ていることを報告した。モバイルの小さな画面上で「即時に

欲しい情報を得たい」というモバイル検索ユーザの特徴は変

化したとは考えにくいが、全体の比率では「サイト検索」率

が急激に増加している。これは、「画像検索」「動画検索」数

の低下ではなく、「サイト検索」数の増加が原因であり、今後

もこの傾向は続くのではないかと考えられる。 

なお、ユーザは自分の欲しい情報にダイレクトに行き着き

たいのであり、「サイト検索」「画像検索」「動画検索」等その

特定の「検索行為」を目的としているわけではない。検索エ

ンジン側の１つの解として、Google のユニバーサル検索もそ

うしたユーザニーズに対する進化の形ではある。いずれにせ

よ、欲しい情報をよりダイレクトに得るための「ユーザ検索

行動」は今後も一層変化していくであろう。 

 

※ 調査対象サイト：YICHA(パートナーサイト含む) 

※ 調査対象期間：2008 年 1 月 1日～2008 年 1 月 31 日 

※ ハイブリッド検索：検索された際に、提供する様々な検索結果を一斉に表示するメニュー。 

 

 

 

 

 

 

着うた検索

2.34%

動画検索

11.91%

サイト検索

54.99%

※ハイブリッド

検索　1.13%

画像検索

29.12%

小説検索

0.08%

着メロ検索

0.43%



 

■■■■調査結果調査結果調査結果調査結果 3333：：：：検索検索検索検索キーワードキーワードキーワードキーワードのののの掛掛掛掛けけけけ合合合合わせわせわせわせ語数調査語数調査語数調査語数調査（提供：YICHA）    

～～～～昨年昨年昨年昨年 10101010 月約月約月約月約 85858585％％％％であったであったであったであった““““一語検索一語検索一語検索一語検索””””がががが約約約約 64646464％％％％とととと 20202020％％％％以上以上以上以上のののの低下低下低下低下 

前回の調査報告時にモバイルにおける“一語検索”の比率

の高さの原因を述べたが、 

1. この数ヶ月の間に各キャリアの新機種の登場による文字

打ち込みの操作性向上 

2. モバイル検索ユーザの検索リテラシーの向上 

3. 複数語で検索をした場合の検索体験の向上 

の結果により、掛け合わせ語数の変化が見られたと考えられ

る。ただし、「3」に関しては「一語検索」時の検索のネガテ

ィブ体験（自分の欲しい情報に行き着かない等）に起因する 

可能性も否めない。この数値の急激な変化には若干の疑問も残るが、今後もこの傾向は続くと想

定し、企業においてはこの傾向に対応したモバイル SEM 戦略が求められるであろう。 

 

※ 調査対象サイト：YICHA「サイト検索」(パートナーサイト含む) 

※ 調査対象期間：2008 年 1 月 1日～2008 年 1 月 31 日 

 

■■■■調査結果調査結果調査結果調査結果 4444：：：：検索検索検索検索キーワードバリエーションキーワードバリエーションキーワードバリエーションキーワードバリエーション調査調査調査調査（提供：YICHA）    

～～～～さらにさらにさらにさらに進進進進むむむむ検索検索検索検索 

検索キーワードの掛け合わせ語数調査で、複

数語検索の増加が見られ、PC における検索と

同様のロングテール化も進みだしているが、今

回の検索 YICHA におけるキーワードバリエー

ション調査を見ると、1日に 101 回以上検索さ

れるようなビッグキーワードは、前回の 1.19%

から 0.65%と低下しており、この傾向に拍車が

かかっている。 

企業のマーケティング担当者は、モバイルに

おいても 1 日に数回しか検索されないユニー

クキーワードや、増加する複数語キーワードと

いった特性を意識してモバイル SEM 戦略を立

てていくことが求められている。 

 

※ 調査対象サイト：YICHA「サイト検索」(パートナーサイト含む) 

※ 調査対象期間：2008 年 2 月 11 日～2008 年 2 月 13 日（3日間） 

 

以上 

 

 

 

101回以上検索され
ているキーワード

0.65%
11～50回検索されて
いるキーワード

6.67%

51～100回検索され
ているキーワード

0.76%

1回のみ検索されて
いるキーワード
50.74%

2～10回検索されて
いるキーワード
41.18%

1語
63.91%

2語
33.24%

3語　2.85%



■株式会社アイレップ について 

アイレップは SEM（検索エンジンマーケティング）専門企業（※1）として日本トップの売上高

実績（※2）を持つ、SEM サービスのリーディングカンパニーです。検索連動型広告、SEO、Web 解

析、LPO（ランディングページ最適化）まで、SEM 関連の専門サービスをワンストップでご提供し

ております。日本最先端の SEM のノウハウ・情報を有するアイレップでは、今後も有益な最新情

報を継続的に提供して参ります。 

(※1)SEM 専業の定義＝リスティング広告、SEO 等の SEM サービス売上が全体売上の 70％以上の事

業者 

(※2) 2007 年 7-9 月の売上高ベース（当社推定） 

 

━━ 会社概要 ━━ 

【社名】   ：株式会社アイレップ 

【所在地】 ：東京都渋谷区渋谷 2丁目 1番 1号 青山東急ビル 

【URL】   ：http://www.irep.co.jp/ 

【代表者】 ：高山雅行 

【設立年月】：1997 年 11 月 

【資本金】 ：5億 3,014 万円(2007 年 9 月末現在) 

【事業内容】：  

• インターネットマーケティング領域 

SEM サービス 

・リスティング広告 

・SEO（検索エンジン最適化）サービス 

・Web 解析サービス 

・LPO（ランディングページ最適化)サービス 

モバイル SEM サービス 

・モバイル リスティング広告 

・モバイル SEO サービス 

・モバイル Web 解析サービス 

・モバイル LPO サービス 

インターネット広告 

• バーティカルマーケティング領域 

シニアマーケティング事業（株式会社あいけあ） 

・有料老人ホーム紹介サービス 

・有料老人ホーム専門ポータルサイト（あいけあ） 

・有料老人ホームマーケティング支援サービス 

・介護人材紹介サービス 

住宅展示場サイトの運営（総合住宅展示場） 

 

【本件内容・記事転載・引用等に関するお問い合わせ先】 

●株式会社アイレップ 

 TEL：03-5464-3281 FAX：03-5464-3291 



【報道関係お問合せ先】広報担当 毛利 E-MAIL: pr@irep.co.jp 

【サービス内容に関するお問合せ先】 サービス担当 紺野 E-MAIL: contact@irep.co.jp 

 

 

━━ 会社概要 ━━ 

【社名】   ：株式会社 YICHA 

【所在地】 ：東京都千代田区飯田橋 3丁目 11 番 20 号 SP ビル 7F 

【URL】  ：http://www.yicha.co.jp 

【代表者】 ：入江 将広 

【設立年月】：2006 年 6 月 

【資本金】 ：4億 9,125 万円(2007 年 10 月末現在) 

【事業内容】： 

・サーチエンジン事業 

・コンテンツメディア事業 

・ポータルメディア事業 

・電子商取引事業   

            等 

 

【本件内容・記事転載・引用等に関するお問い合わせ先】 

●株式会社 YICHA 

 TEL：03-3511-9988 FAX：03-3511-9997 

【報道関係お問合せ先】担当 福島 E-MAIL: pr@yicha.co.jp 

【サービス内容に関するお問合せ先】担当 福島 E-MAIL: info@yicha.co.jp 


